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接着剤が台座の孔から
出る程度押し付ける

ポリカーボネイト製台座の接着には、接着剤の種類によって
溶剤亀裂が生じる為、ポリカボンドなどの専用接着剤をお使いください。

ビスは 2点留めを
基本とします

ナベビスを使用

・取付下地と剣山のベース素材に適合する接着剤を選択する。
・接着面 ・ 剣山ベースの汚れや水分、サビ、油分などを取り除く。
・接着剤の硬化時間と固定の完了を確認する。

1

〈ピンタイプロング剣山〉
L500×W130×H115

〈ピンタイプ剣山 1 型〉
L310×W55×H110

〈ピンタイプ剣山 2 型〉
L310×W100×H110

シリコン系 / 300ml　色 : クリア

〈ポリカボンド〉

〈ポリカボンド〉

接着留めの場合
・下地によっては、下穴をあける。
・下地の種類やベースの穴さサイズにあったビスを選択する。
・ベースの破損に注意しながらビス留めする。
・接着剤を併用して、より強固に留める。

2 ビス留めの場合

ポリカーボネイト台座タイプ

>>CHECK

※接着剤と剣山ベースや下地に隙間があると、水分が入り剝がれの原因になります。

接着剤はベース面に十
分な量を塗布してくだ
さい。接着剤が台座の
ビス穴から出るように
しっかり圧着します。

接着剤

※〈ピンタイプロング剣山〉なら 20 本程度
　〈ピンタイプ剣山1型 /2型〉なら30～40本程度の設置が可能です。
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設置イメージ K-1 剣山・ピンタイプ 取付方法〈ポリカーボネイト台座タイプ〉>>
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